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議
所
産
業
部
門
と
の
昼
食
会
が
講
座
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
生
協
に
つ

い
て
の
討
議
が
行
わ
れ
、
最
終
日
に
参
加
者

が
討
議
内
容
を
報
告
し
て
い
る
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
４
回 

東
南
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

訓
練
講
座

開
催
日
程
：
1
9
7
9
年
7
月
9
日

－

18
日

開
催
場
所
：
フ
ィ
リ
ピ
ン
︵
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学

内
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
︶

参 

加 

者
：
フ
ィ
リ
ピ
ン
15
名
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
８
名
、マ
レ
ー
シ
ア
８
名
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
２
名

会
議
言
語
：
英
語
の
み

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
５
回 

東
南
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

訓
練
講
座

開
催
日
程
：
1
9
8
0
年
6
月
19
日

－

28
日

開
催
場
所
：
マ
レ
ー
シ
ア
・
ポ
ー
ト
デ
ィ
ク
ソ
ン

参 

加 

者
：
マ
レ
ー
シ
ア
20
名
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
２
名
、
日
本
１
名
、
タ
イ
３

名
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
３
名
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
３
名

会
議
言
語
：
英
語
の
み

　

各
国
の
労
働
運
動
（
講
演
・
参
加
者
報
告
）、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
構
築
（
講
演
）、団
体
交
渉
ー

ア
ジ
ア
金
属
労
組
連
絡
会
議
の
系
譜

岩
井 

伸
哉

金
属
労
協
／
J
C
M
国
際
局
部
長

は
じ
め
に

　

2
0
1
6
年
９
月
２
日

－

３
日
に
京
都

国
際
会
議
場
で
最
後
の
ア
ジ
ア
金
属
労
組
連

絡
会
議
が
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
至
る
ま

で
、
前
身
と
な
る
取
り
組
み
が
40
年
に
わ
た

っ
て
実
施
さ
れ
て
き
た
。
今
回
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
を
記
し
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
東
南
ア
ジ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
訓
練
講
座

（
1
9
7
6
年

－

1
9
9
3
年
）

第
１
回 

Ｉ
Ｍ
Ｆ
東
南
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
訓
練
講
座

開
催
日
程
：
1
9
7
6
年

開
催
場
所
：
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
２
回 

Ｉ
Ｍ
Ｆ
東
南
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
訓
練
講
座

開
催
日
程
：
1
9
7
7
年
３
月
３
日

－

12
日

開
催
場
所
：
マ
レ
ー
シ
ア

会
議
言
語
：
英
語
の
み

　

労
働
組
合
員
と
リ
ー
ダ
ー
の
権
利
と
責

任
（
講
演
）、
各
国
の
経
済
発
展
と
国
家
開
発

に
お
け
る
労
働
組
合
役
割
（
参
加
者
報
告
と

グ
ル
ー
プ
討
議
）、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
組
織
構
造
と
活

動
（
講
演
）、
地
域
開
発
へ
の
労
働
組
合
の
役

割
（
講
演
）、
政
治
と
労
働
組
合
（
講
演
と
グ

ル
ー
プ
討
議
）、
苦
情
処
理
（
講
演
）、
各
国
の

労
働
運
動
（
講
演
・
参
加
者
報
告
）、
産
業
安

全
衛
生（
講
演
）、
視
聴
覚
資
料
と
そ
の
利
用

法（
講
演
）、労
使
紛
争
、ス
ト
ラ
イ
キ
と
ロ
ッ

ク
ア
ウ
ト（
講
演
）、作
業
評
価
や
作
業
分
類

へ
の
労
働
組
合
の
役
割
（
講
演
）、
マ
レ
ー
シ

ア
の
社
会
保
障
（
講
演
）、
労
働
組
合
法（
講

演
）、
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
労
働
関
連
諸
法

（
参
加
者
報
告
）、
労
使
関
係
（
講
演
）、リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
構
築
（
講
演
）、
労
使
関
係
法
（
講

演
）、金
属
労
働
者
が
直
面
す
る
課
題（
講
演
）。

　

会
場
や
宿
舎
の
手
配
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｍ
Ｃ
（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
マ
レ
ー
シ
ア
協
議
会
）
が
引
き
受
け
、
開

会
や
閉
会
時
に
は
、
Ｍ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
（
マ
レ
ー
シ
ア

労
働
組
合
会
議
）
な
ど
か
ら
の
来
賓
も
参
加

し
た
。
講
座
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
東
ア
ジ
ア
地
域
事

務
所
、
労
働
組
合
役
員
、
政
府
関
係
者
に
よ

る
講
演
と
、
参
加
者
に
よ
る
各
国
報
告
、
参

加
者
の
グ
ル
ー
プ
討
議
で
進
め
ら
れ
た
。
グ
ル

ー
プ
討
議
に
つ
い
て
は
討
議
報
告
を
参
加
者

が
行
っ
て
い
る
。
ま
た
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン
と

し
て
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
講
師
を
派
遣
、
安
全
衛
生

や
労
働
組
合
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
講
演

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
参
加
者
に
よ
る
工
場
見

学
も
行
っ
て
い
る
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
３
回 

Ｉ
Ｍ
Ｆ
東
南
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
訓
練
講
座

開
催
日
程
：
1
9
7
8
年
１
月
18
日

－

27
日

開
催
場
所
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ

参 

加 

者
：
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
10
名
、マ
レ
ー
シ

ア
８
名
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
数
名

会
議
言
語
：
英
語
の
み

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
組
織
構
造
と
活
動
（
講
演
）、
各

国
の
経
済
発
展
と
国
家
開
発
に
お
け
る
労
働

組
合
の
役
割
（
講
演
）、
労
使
関
係
と
労
働
法

制
（
講
演
）、
国
家
開
発
へ
の
労
働
組
合
の
参

加
（
講
演
）、
各
国
の
労
働
法
制
の
も
と
で
の

労
働
者
保
護
と
維
持
（
講
演
）、労
働
者
教
育
：

よ
り
よ
い
理
解
と
調
和
の
と
れ
た
労
使
関
係

の
発
展
の
手
段
と
し
て
（
講
演
）、
産
業
安
全

衛
生（
講
演
）、各
国
労
働
運
動（
参
加
者
報
告
）、

団
体
交
渉（
講
演
）、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
構
築（
講

演
）、
視
聴
覚
資
料
と
そ
の
利
用
法
（
講
演
）、

労
働
組
合
生
協
の
戦
略
に
つ
い
て
の
議
論
（
討

議
）、
産
業
化
国
に
お
け
る
団
体
交
渉
の
現
状

（
講
演
）。

　

こ
れ
ま
で
の
訓
練
講
座
を
踏
襲
し
た
内
容

で
あ
る
が
、
第
３
回
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
商
工
会
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方
法
と
戦
略
（
講
演
）、
産
業
調
和
に
向
け
て

（
講
演
）、
団
体
交
渉

－

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

（
参
加
者
）、各
国
労
働
法
（
講
演
・
参
加
者
報

告
）、
労
働
組
合
法
（
講
演
）、
苦
情
処
理
（
講

演
）、苦
情
処
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
組
合
員

の
権
利
と
責
任（
講
演
）、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン（
講
演
）、
東
南
ア
ジ
ア
の
金
属
労
働
組
合
が

直
面
す
る
課
題

－

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
安
全
衛

生
（
講
演
）、
安
全
衛
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ア

ジ
ア
で
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
活
動
と
運
動
・
日
本
の
団

体
交
渉
（
講
演
）

　

第
５
回
に
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－Ｊ
Ｃ
本
部
か
ら
も
参

加
し
て
い
る
。
日
本
か
ら
の
参
加
は
今
回
が

初
め
て
。

　

工
場
見
学
は
マ
レ
ー
シ
ア
・
ピ
ス
ト
ン
社
を

訪
問
し
て
い
る
。
今
回
は
使
用
者
側
講
師
の

講
演
（
産
業
調
和
に
向
け
て
）
が
手
配
さ
れ

て
い
る
。
団
体
交
渉
の
項
目
で
は
講
演
に
加

え
、
労
使
に
分
か
れ
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
形
式
の

活
動
が
導
入
さ
れ
た
。
全
般
的
に
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
形
式
で
参
加
者
が
積
極
的
に
参
加
す

る
内
容
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
6
回 

東
南
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

訓
練
講
座

開
催
日
程
：
1
9
8
1
年
11
月
19
日

－

28
日

開
催
場
所
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ

︵
Ｙ
Ｔ
Ｋ
Ｉ
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

材
開
発
セ
ン
タ
ー
︶

参 

加 

者
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
16
名
、
マ
レ
ー

シ
ア
８
名
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
６

名
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
２
名
、タ
イ

３
名
、
日
本
１
名

会
議
言
語
：
英
語
の
み

　

各
国
の
労
働
運
動
（
講
演
・
参
加
者
報
告
）、

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
団
体
交
渉
（
講
演
）、

団
体
交
渉

－

方
法
と
戦
略
（
講
演
）、
苦
情
処

理
と
労
使
紛
争
解
決
（
講
演
）、安
全
衛
生
（
講

演
）、
組
合
員
の
権
利
と
責
任（
講
演
）労
働
組

合
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
講
演
）、
労
働

組
合
教
育
（
講
演
）、労
使
協
調
に
向
け
て
（
講

演
）、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
活
動
（
講

演
）。

　

前
回
に
引
き
続
き
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－Ｊ
Ｃ
本
部
か

ら
参
加
あ
り
。

　

工
場
見
学
は
、
Ｐ
Ｔ
ホ
ン
ダ
・
フ
ェ
デ
ラ
ル

と
Ｐ
Ｔ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ベ
ル
を
訪
問
し
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
副
大
統
領
へ
の
表
敬
訪
問
も

行
っ
て
い
る
。
参
加
者
の
中
か
ら
級
長
・
副
長

を
選
出
し
運
営
を
行
い
、
参
加
者
の
中
か
ら

毎
日
日
替
わ
り
で
座
長
を
担
い
、
講
義
・
質

疑
応
答
の
司
会
を
行
う
よ
う
な
形
式
の
運
営

が
採
用
さ
れ
た
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
7
回 

東
南
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

訓
練
講
座

開
催
日
程
：
1
9
8
2
年
11
月
22
日

－

30
日

開
催
場
所
：
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ

ー
ル

参 

加 

者
：
タ
イ
４
名
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
２
名
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
３
名
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
３
名
、
マ
レ
ー
シ
ア
15

名
、
日
本
１
名

会
議
言
語
：
英
語
の
み

　

引
き
続
き
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－Ｊ
Ｃ
本
部
か
ら
参
加

あ
り
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
8
回 

東
南
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

訓
練
講
座

開
催
日
程
：
1
9
8
3
年
12
月
４
日

－

11
日

開
催
場
所
：
タ
イ
・
サ
ム
ト
プ
ラ
カ
ー
ン

「C
onvalescent H

om
e

：

 

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
」

参 

加 

者
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
２
名
、
マ
レ
ー
シ

ア
４
名
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
２
名
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
４
名
、
タ
イ
20
名

会
議
言
語
：
英
語
の
み

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
活
動
と
行
動
（
講
演
）、
各
国
の

労
働
運
動
（
講
演
・
参
加
者
報
告
）、
各
国
の
労

使
関
係（
講
演
・
参
加
者
報
告
）、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
構
築
（
講
演
）、
効
果
的
な
労
働
者
教
育

の
実
施（
講
演
）、
労
働
組
合
の
団
体
交
渉
能

力
構
築
（
講
演
）、
安
全
衛
生
（
講
演
）、
安
全

衛
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、Ｅ
Ｃ
の
労
使
関
係（
講

演
）、
団
体
交
渉
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
、
東
南

ア
ジ
ア
の
金
属
労
働
者
が
直
面
す
る
課
題
（
講

演
）。

　

開
会
で
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
代
表
、
Ｆ

Ｅ
Ｓ
お
よ
び
Ａ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
（
現
ソ
リ
ダ
リ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
）
の
代
表
、
サ
ム
ト
プ
ラ
カ
ー
ン

県
知
事
、
タ
イ
労
働
省
の
代
表
に
加
え
、
在

タ
イ
日
本
大
使
館
に
労
働
省
お
よ
び
日
本
の

労
働
組
合
（
同
盟
・
当
時
）
か
ら
派
遣
さ
れ
て

い
た
書
記
官
（
高
木
剛
一
等
書
記
官
・
当
時
）

も
出
席
し
て
い
る
。

　

工
場
見
学
は
Ｎ
Ｔ
Ｃ
社
と
タ
イ
・
ホ
ン
ダ

を
訪
問
し
た
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
9
回 

東
南
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

訓
練
講
座

開
催
日
程
：
1
9
8
4
年
11
月
25
日

－

12
月
４

日

開
催
場
所
：
マ
レ
ー
シ
ア
・
ペ
タ
リ
ン
ジ
ャ
ヤ

「
Ｍ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
教
育
セ
ン
タ
ー
」

参 

加 

者
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
４
名
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
２
名
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
３
名
、

タ
イ
２
名
、
日
本
１
名
、
マ
レ

ー
シ
ア
19
名

会
議
言
語
：
英
語
の
み

　

80
年
代
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
活
動
計
画
（
講
演
）、
各

国
の
労
働
法
（
講
演
）、各
国
の
労
働
運
動
（
講

演
・
参
加
者
報
告
）、
雇
用
法
（
講
演
）、
眼

科
に
関
わ
る
傷
病
防
止
対
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
講

演
）、
苦
情
処
理
（
講
演
）、
苦
情
処
理
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
、
労
働
組
合
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

効
果
的
な
団
体
交
渉
の
た
め
の
調
査
の
必
要

性
（
講
演
）、
職
場
安
全
衛
生
（
講
演
）、
最

近
の
日
本
の
労
使
関
係
の
動
向
と
Ｑ
Ｃ
サ
ー

ク
ル
（
講
演
）。

　

工
場
見
学
は
サ
ン
キ
ョ
ウ
セ
イ
キ
を
訪
問

し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
団
体
交
渉
、

安
全
衛
生
な
ど
一
連
の
項
目
で
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部

が
講
師
を
派
遣
し
た
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
10
回 

東
南
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

訓
練
講
座

開
催
日
程
：
1
9
8
5
年
12
月
３
日

－

11
日

開
催
場
所
：
タ
イ
・
サ
ム
ト
プ
ラ
カ
ー
ン

「C
onvalescent H

om
e

：

 

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
」

参 

加 

者
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
５
名
、
日
本
１

名
、
マ
レ
ー
シ
ア
５
名
、
フ
ィ
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リ
ピ
ン
２
名
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

２
名
、
タ
イ
18
名

会
議
言
語
：
英
語
の
み

　

ア
ジ
ア
に
お
け
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
活
動
と
行
動

（
講
演
）、各
国
の
労
使
関
係
（
講
演
・
参
加
者

報
告
）、各
国
の
労
働
運
動
（
講
演
・
参
加
者
報

告
）、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
構
築（
講
演
）、
国
際

労
働
運
動
（
講
演
）、
効
果
的
な
労
働
者
教
育

の
実
施
（
講
演
）、
工
場
見
学
、
安
全
衛
生
（
講

演
）、
東
南
ア
ジ
ア
の
金
属
労
働
者
が
直
面
す

る
課
題
（
講
演
）、
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
団
体

交
渉
（
講
演
）、
団
体
交
渉
（
講
演
）、
団
体
交

渉
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
、
欧
州
諸
国
に
お
け
る
労
使

関
係
（
講
演
）。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
本
部
参
加
者
は
、
今
回
の

会
議
の
特
徴
と
し
て
「
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
、
Ａ
Ａ

Ｆ
Ｌ
Ｉ
、
Ｆ
Ｅ
Ｓ
と
い
っ
た
国
際
機
関
、
国

際
協
力
機
関
の
講
師
が
多
か
っ
た
の
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
Ａ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
ス
ロ

ー
ン
講
師
に
よ
る
模
擬
団
体
交
渉
の
講
義
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
駐
在
し
て
い
る
地
元
に

密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
様
が
強
く

う
か
が
わ
れ
た
」
と
の
印
象
を
述
べ
て
お
り
、 

「
日
本
の
労
働
組
合
も
、
距
離
の
相
対
的
な
近

さ
に
あ
ま
え
る
こ
と
な
く
、
今
後
こ
の
よ
う
な

活
動
に
着
手
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
」
と

指
摘
し
て
い
る
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
11
回 

東
南
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

訓
練
講
座

開
催
日
程
：
1
9
8
6
年
11
月
17
日

－

22
日

開
催
場
所
：
マ
レ
ー
シ
ア
・
ペ
タ
リ
ン
ジ
ャ
ヤ

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
12
回 

東
南
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

訓
練
講
座

開
催
日
程
：
1
9
8
7
年
11
月
30
日

－

12
月
６

日

開
催
場
所
：
タ
イ
・
サ
ム
ト
プ
ラ
カ
ー
ン

参 

加 

者
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
４
名
、
マ
レ
ー
シ

ア
６
名
、フ
ィ
リ
ピ
ン
２
名
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
３
名
、
タ
イ
20
名

会
議
言
語
：
英
語
の
み

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
紹
介
（
講
演
）、ア
ジ
ア
に
お
け
る
Ｉ

Ｍ
Ｆ
の
活
動
と
行
動
（
講
演
）、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
労
働
組
合
運
動
の
発
展
（
講
演
）、
各
国

の
労
働
運
動
（
講
演
・
参
加
者
報
告
）、
各
国

の
労
使
関
係
（
講
演
・
参
加
者
報
告
）、
各
国

の
団
体
交
渉（
講
演
・
参
加
者
報
告
）、
効
果
的

な
労
働
者
教
育
の
実
施
（
講
演
）、
労
働
環
境

の
改
善
（
講
演
）、
雇
用
と
労
使
関
係
に
新
技

術
が
与
え
る
影
響
（
講
演
）。

　

工
場
見
学
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
タ
イ
を
訪
問
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
13
回 

東
南
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

訓
練
講
座

開
催
日
程
：
1
9
8
8
年
10
月
31
日

－

11
月

5
日

開
催
場
所
：
マ
レ
ー
シ
ア
・
ペ
タ
リ
ン
ジ
ャ
ヤ

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
14
回 

東
南
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

訓
練
講
座

開
催
日
程
：
1
9
8
9
年
9
月
25
日

－

30
日

開
催
場
所
：
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
15
回 

東
南
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

訓
練
講
座

開
催
日
程
：
1
9
9
0
年
11
月
19
日

－
26
日

開
催
場
所
：
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
16
回 

東
南
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

訓
練
講
座

開
催
日
程
：
1
9
9
1
年
10
月
16
日

－

17
日

開
催
場
所
：
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
17
回 

東
南
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

訓
練
講
座

開
催
日
程
：
1
9
9
2
年
10
月
5
日

－

10
日

開
催
場
所
：
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
11
回 

東
南
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

訓
練
講
座

開
催
日
程
：
1
9
9
3
年
11
月
15
日

－

19
日

開
催
場
所
：
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

連
帯
セ
ミ
ナ
ー

（
1
9
9
6
年

－

2
0
0
6
年
）

第
１
回 

ア
ジ
ア
連
帯
セ
ミ
ナ
ー

開
催
日
程
：
1
9
9
6
年
１
月
10
日

－

12
日

開
催
場
所
：
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
「
オ
ー
キ
ッ
ド
・

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

参 

加 

者
：
日
本
８
名
、マ
レ
ー
シ
ア
６
名
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
10
名

会
議
言
語
：
英
語
、
日
本
語

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
経
済
発
展
と
国
際

労
働
組
合
運
動（
講
演
）、Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
活
動
と
政

策

－

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム（
講
演
）、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
状
況
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｓ
Ｃ
の
活
動

（
講
演
）、マ
レ
ー
シ
ア
の
金
属
労
働
者
が
直
面

す
る
課
題
（
講
演
）、金
属
産
業
に
お
け
る
安

全
衛
生（
講
演
）、
各
国
の
賃
金
闘
争
と
金
属

労
働
者
の
主
要
課
題

－

付
加
価
値
の
分
配
と

労
働
分
配
率
（
講
演
）、
各
国
報
告
（
参
加
者

報
告
）。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
地
域
レ
ベ
ル
で
の
教
育
訓
練
活

動
か
ら
、
国
別
活
動
へ
の
シ
フ
ト
と
い
う
方
向

性
を
受
け
、
東
南
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

訓
練
講
座
は
終
了
と
な
っ
た
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－Ｊ

Ｃ
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
り
、
地
域
レ
ベ
ル
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
１

回
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
組
織
の
協

力
に
よ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
労
働
組
合
所

有
施
設
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

会
議
言
語
を
英
語
と
日
本
語
に
設
定
し
、

東
南
ア
ジ
ア
の
英
語
圏
か
ら
の
参
加
（
マ
レ
ー

シ
ア
お
よ
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
と
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
加
盟
組
織
か
ら
も
広
く
参
加
者
を
募
っ

て
実
施
し
た
。
最
終
日
に
は
今
後
も
継
続
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
２
回 

ア
ジ
ア
連
帯
セ
ミ
ナ
ー

開
催
日
程
：
1
9
9
7
年
６
月
23
日

－

25
日

開
催
場
所
：
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
「
オ
ー
キ
ッ
ド
・

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

参 

加 

者
：
日
本
９
名
、
マ
レ
ー
シ
ア
５
名
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
６
名
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
10
名

会
議
言
語
：
英
語
、
日
本
語

　

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
労
働
情
勢
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｍ
Ｃ
の
活
動
（
講
演
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け

る
労
働
情
勢
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｐ
Ｃ
の
活
動
（
参
加

者
報
告
）、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
活
動

－

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
運
動

方
針
に
つ
い
て（
講
演
）、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
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け
る
労
働
情
勢
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｓ
Ｃ
の
活
動（
講

演
）、
日
本
に
お
け
る
労
働
情
勢
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
の
活
動（
講
演
）、ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に

お
け
る
経
済
発
展
と
国
際
労
働
運
動
（
講
演
）、

金
属
産
業
に
お
け
る
安
全
衛
生
（
講
演
）、
安

全
衛
生
に
関
す
る
各
国
報
告
（
参
加
者
報
告
）、

賃
金
闘
争
と
課
題
に
関
す
る
各
国
報
告
（
参
加

者
報
告
）。

　

第
２
回
セ
ミ
ナ
ー
よ
り
、
同
じ
英
語
圏
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
参
加
を
得
た
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
3
回 

ア
ジ
ア
連
帯
セ
ミ
ナ
ー

開
催
日
程
：
1
9
9
8
年
４
月
16
日

－

18
日

開
催
場
所
：
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
「
オ
ー
キ
ッ
ド
・

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

参 

加 

者
：
日
本
９
名
、
マ
レ
ー
シ
ア
５
名
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
５
名
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
11
名

会
議
言
語
：
英
語
、
日
本
語

議
題
「
ア
ジ
ア
経
済
危
機
と
労
働
運
動
へ
の

影
響
」
講
演
と
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

議
題
「
ア
ジ
ア
の
労
働
運
動
の
最
近
の
動
向
」

講
演
：
労
働
運
動
の
発
展
過
程
と
ア
ジ
ア
の

状
況
、
参
加
者
報
告
：
各
国
の
労
働
情
勢

議
題
「
金
属
産
業
に
お
け
る
職
場
安
全
衛
生
」

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
4
回 

ア
ジ
ア
連
帯
セ
ミ
ナ
ー

開
催
日
程
：
1
9
9
9
年
５
月
31
日

－

６
月

２
日

開
催
場
所
：
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
「
オ
ー
キ
ッ
ド
・

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

参 

加 

者
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
５
名
、
日
本
10

名
、
マ
レ
ー
シ
ア
５
名
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
５
名
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

10
名

会
議
言
語
：
英
語
、
日
本
語

議
題「
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
労
働
情
勢
」講
演
：

東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
労
働
情
勢
、
日
本
の
労

働
情
勢
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
労
働
情
勢
、
タ
イ

の
労
働
情
勢
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
労
働
情
勢
、

参
加
者
報
告
：
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
労
働
情
勢
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
労
働
情
勢

議
題
「
経
済
危
機
と
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
」
講
演
：
経
済
危
機
に
関
す
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に

お
け
る
議
論
、
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

議
題
「
職
業
安
全
衛
生
」
講
演
・
参
加
者
報

告
　

第
４
回
よ
り
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
参
加

を
得
た
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
5
回 

ア
ジ
ア
連
帯
セ
ミ
ナ
ー

開
催
日
程
：
2
0
0
0
年
６
月
28
日

－

６
月

30
日

開
催
場
所
：
日
本
・
横
浜
「
メ
ロ
ン
デ
ィ
ア

あ
ざ
み
の
」

参 

加 

者
：
香
港
２
名
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
５
名
、

韓
国
１
名
、
マ
レ
ー
シ
ア
６
名
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
５
名
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
７
名
、
日
本
41
名

会
議
言
語
：
英
語
、
日
本
語

東
南
ア
ジ
ア
経
済
の
課
題
と
展
望
（
講
演
）

議
題
「
ア
ジ
ア
の
状
況
を
知
る
た
め
に
」
参

加
者
に
よ
る
各
国
報
告
お
よ
び
ア
ジ
ア
の
労

働
情
勢
（
講
演
）

議
題
「
ア
ジ
ア
の
課
題
を
知
る
た
め
に
」
パ
ネ

ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
お
よ
び
分
科
会
形
式

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、「
中
核
的
労
働
基
準
お

よ
び
ア
ジ
ア
の
将
来
の
た
め
の
対
策
」
フ
ォ
ー

ラ
ム

－

児
童
労
働
（
講
演
）、
労
働
組
合
権
（
講

演
）、
海
外
で
事
業
を
展
開
し
て
い
る
企
業
の

行
動
規
範
（
講
演
）

　

日
本
国
内
で
開
催
し
て
き
た
国
際
労
働
セ

ミ
ナ
ー（
第
37
回
）
と
同
時
開
催
。
香
港
お
よ

び
韓
国
か
ら
も
参
加
を
得
て
い
る
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
6
回 

ア
ジ
ア
連
帯
セ
ミ
ナ
ー

開
催
日
程
：
2
0
0
1
年
5
月
30
日

－

６
月

1
日

開
催
場
所
：
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
「
オ
ー
キ
ッ
ド
・

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

参 

加 

者
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
６
名
、
マ
レ
ー

シ
ア
６
名
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
６
名
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
12
名
、
タ
イ
６

名
、
日
本
８
名

会
議
言
語
：
日
本
語
、
英
語
、
タ
イ
語
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語

議
題
「
ア
ジ
ア
の
金
属
労
働
組
合
運
動
の
直

近
の
状
況
」
講
演
お
よ
び
参
加
者
に
よ
る
各

国
報
告

議
題
「
2
0
0
2

－

2
0
0
5
年
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ア

ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
ア
ジ
ア
の
金
属
労

働
者
の
活
動
」
講
演
お
よ
び
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

　

今
回
よ
り
タ
イ
語
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の

通
訳
を
手
配
し
た
。
2
0
0
1
年
12
月
に
Ｉ

Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ

ー
）
が
控
え
て
お
り
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
連

帯
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
も
議
論
す
る
こ
と
と

し
た
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
7
回 

ア
ジ
ア
連
帯
セ
ミ
ナ
ー

開
催
日
程
：
2
0
0
2
年
６
月
６
日

－

８
日

開
催
場
所
：
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
「
オ
ー
キ
ッ
ド
・

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

参 

加 

者
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
５
名
、
マ
レ
ー

シ
ア
６
名
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
６
名
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
12
名
、
タ
イ
６

名
、
日
本
８
名

会
議
言
語
：
日
本
語
、
英
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
、
タ
イ
語

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
経
済
・
労
働
問
題
の

動
向
（
講
演
）、
2
0
0
2

－

2
0
0
5
年
Ｉ

Ｍ
Ｆ
ア
ク
シ
ョ
ン・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
（
講
演
）、

ア
ジ
ア
各
国
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
：
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
（
講
演
）、
日
本
の
最
低
賃
金

と
雇
用
保
険
制
度
に
つ
い
て
（
講
演
）、
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
金
属
産
業
の
動
向
（
講
演

お
よ
び
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

　

東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
参
加
を
得
て
開
催
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
金
属
連
帯
セ

ミ
ナ
ー
へ
改
称
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
8
回 

ア
ジ
ア
連
帯
セ
ミ
ナ
ー

開
催
日
程
：
2
0
0
4
年
６
月
３
日

－

５
日

開
催
場
所
：
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ

ー
ル
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
・
ホ
テ
ル
」

参 

加 

者
：
台
湾
２
名
、
香
港
２
名
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
８
名
、
韓
国
６
名
、
マ

レ
ー
シ
ア
14
名
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
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４
名
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
10
名
、 

タ
イ
６
名
、
日
本
７
名

会
議
言
語
：
日
本
語
、
英
語
、
タ
イ
語
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
韓
国
語

日
本
の
労
働
運
動
の
歴
史
お
よ
び
労
使
関
係

の
現
状
と
課
題
（
講
演
）

労
使
関
係
の
現
状
と
問
題
点
お
よ
び
労
働
法

の
問
題
点
（
参
加
者
に
よ
る
各
国
報
告
と
と

り
ま
と
め
）

マ
レ
ー
シ
ア
の
労
使
関
係
（
講
演
）

ア
ジ
ア
各
国
の
金
属
産
業
に
お
け
る
雇
用
確

保
に
向
け
た
課
題
（
講
演
お
よ
び
パ
ネ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

　

今
回
よ
り
各
国
持
ち
回
り
で
開
催
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
新
た
に
台
湾
、
香
港
、
韓
国

か
ら
の
参
加
者
を
得
た
。
東
ア
ジ
ア
地
域
か

ら
の
参
加
を
得
た
こ
と
か
ら
、
名
称
を
東
・

東
南
ア
ジ
ア
金
属
連
帯
セ
ミ
ナ
ー
へ
改
称
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
9
回 

ア
ジ
ア
連
帯
セ
ミ
ナ
ー

開
催
日
程
：
2
0
0
5
年
６
月
16
日

－

18
日

開
催
場
所
：
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク「
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・

ク
イ
ー
ン
ズ
パ
ー
ク
・
ホ
テ
ル
」

参 

加 

者
：
台
湾
２
名
、
香
港
２
名
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
８
名
、
韓
国
８
名
、

マ
レ
ー
シ
ア
８
名
、
フ
ィ
リ
ピ	

ン
３
名
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
９
名
、

タ
イ
15
名
、
ベ
ト
ナ
ム
２
名
、

日
本
14
名

会
議
言
語
：
日
本
語
、
英
語
、
タ
イ
語
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
韓
国
語
、
中

国
語

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
労
働
組
合
構
築
の
現

状
と
課
題
（
講
演
）

労
働
組
合
組
織
運
営
と
組
合
財
政
に
つ
い
て

（
講
演
）

各
労
組
の
産
業
政
策
へ
の
取
り
組
み
状
況
と
重

要
課
題
に
つ
い
て
（
各
国
報
告
と
と
り
ま
と
め
）

タ
イ
の
労
使
関
係
に
つ
い
て
（
講
演
）

ア
ジ
ア
の
金
属
産
業
労
組
に
お
け
る
産
業
政
策

策
定
の
重
要
性
に
つ
い
て
（
講
演
）

企
業
の
海
外
進
出
に
対
す
る
労
働
組
合
の
対
応

に
つ
い
て
（
講
演
）

労
働
組
合
の
対
政
府
産
業
政
策
要
求
活
動
に
つ

い
て
（
講
演
）

ア
ジ
ア
の
金
属
産
業
労
組
組
織
強
化
を
目
指
し

て
（
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
未
加
盟
で
あ
る
が
、
将
来
加
盟
が
見

込
め
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
ベ
ト
ナ
ム
の
金
属
産
別

組
織
が
参
加
者
を
派
遣
し
た
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第
10
回 

ア
ジ
ア
連
帯
セ
ミ
ナ
ー

開
催
日
程
：
2
0
0
6
年
６
月
15
日

－

17
日

開
催
場
所
：
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
「
シ
ェ
ラ
ト

ン
・
ハ
ノ
イ
・
ホ
テ
ル
」

参 

加 

者
：
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
１
名
、
台
湾
２

名
、
イ
ン
ド
２
名
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
６
名
、
韓
国
６
名
、
マ	
レ

ー
シ
ア
８
名
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
４

名
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
９
名
、
ス

リ
ラ
ン
カ
１
名
、
タ
イ
６
名
、

ベ
ト
ナ
ム
10
名
、
日
本
16
名

会
議
言
語
：
日
本
語
、
英
語
、
タ
イ
語
、
韓

国
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
中

国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語

東
南
ア
ジ
ア
経
済
の
課
題
と
展
望
（
講
演
）

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
国
際
連
帯
活
動
と
ア
ジ
ア
地
域
の

活
動
に
つ
い
て
（
地
域
事
務
所
か
ら
の
報
告
）

ア
ジ
ア
労
働
運
動
の
現
状
と
国
際
連
帯
活
動

（
講
演
）

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
お
け
る
ア
ジ
ア
地
域
金

属
産
業
の
現
状
と
課
題
、
そ
の
対
応
に
つ
い

て
（
講
演
）

ア
ジ
ア
金
属
産
業
の
将
来
と
ア
ジ
ア
金
属
労

組
の
国
際
連
帯
（
講
演
お
よ
び
パ
ネ
ル
・
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

地
域
別
分
科
会
：
各
国
労
組
が
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
現
在

の
問
題
点
は
何
か
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
国
際
連
帯
に
貢

献
で
き
る
こ
と
、
期
待
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
提
案
の
「
ア
ジ
ア
地
域
連
絡
会

議
」
構
想
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
南
ア
ジ
ア
地
域
事
務
所
よ
り
「
南

ア
ジ
ア
地
域
の
加
盟
組
織
も
招
待
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
の
要
望
が
あ
り
、
数
名
の
参
加
を

呼
び
掛
け
た
。
同
時
に
太
平
洋
地
域
の
加
盟

組
織
に
対
し
て
も
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。
ア

ジ
ア
全
域
を
対
象
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た

め
、
ア
ジ
ア
金
属
連
帯
セ
ミ
ナ
ー
へ
と
改
称

し
た
。

　

他
の
Ｇ
Ｕ
Ｆ
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
組
織

（
Ｕ
Ｎ
Ｉ

－

Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
）か
ら
講
師
を
招
聘
し
、

講
演
を
通
じ
て
地
域
活
動
の
理
解
を
深
め
た
。

ア
ジ
ア
金
属
労
組
連
絡
会
議

（
2
0
0
7
年

－

2
0
1
6
年
）

ア
ジ
ア
金
属
労
組
連
絡
会
議

パ
イ
ロ
ッ
ト
会
議

開
催
日
程
：
2
0
0
7
年
６
月
21
日

－

22
日

開
催
場
所
：
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

「
ヨ
ー
ク
ホ
テ
ル
」

　

こ
れ
ま
で
の
勉
強
会
的
な
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
組
織
の

代
表
が
一
堂
に
会
し
、
地
域
に
お
け
る
連
帯
強

化
や
、
直
面
す
る
課
題
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い

て
の
経
験
共
有
を
行
う
目
的
で
、「
連
絡
会
議
」

へ
と
発
展
さ
せ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
活
動

に
対
し
、
他
の
地
域
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
組
織
や

Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
・
地
域
事
務
所
の
一
部
か
ら
「
Ｉ

Ｍ
Ｆ

－Ｊ
Ｃ
は
ア
ジ
ア
に
お
い
て
分
派
活
動
を

行
お
う
と
し
て
い
る
」
と
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
た
た
め
、2
0
0
7
年
の
連
絡
会
議
を
「
パ

イ
ロ
ッ
ト
会
議
」
と
位
置
づ
け
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部

な
ど
へ
の
理
解
促
進
の
活
動
を
同
時
に
進
め

る
こ
と
と
し
た
。

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
会
議
で
は
、
連
絡
会
議
を
「
Ｉ

Ｍ
Ｆ
の
地
域
活
動
を
補
完
」「
物
事
を
決
定
す

る
場
で
は
な
い
」「
金
属
労
働
者
の
共
通
課
題

を
共
有
」「
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
経
験

を
共
有
し
、
各
国
の
労
働
組
合
活
動
に
資
す

る
」
と
性
格
付
け
、
今
後
も
継
続
し
て
開
催
す

る
こ
と
と
し
た
。

　

連
絡
会
議
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
Ｉ
Ｍ

Ｆ
加
盟
組
織
お
よ
び
未
加
盟
で
は
あ
る
が
、

将
来
加
盟
が
見
込
め
る
よ
う
な
金
属
産
業
の

労
働
組
合
を
招
聘
し
、
通
訳
体
制
も
基
本
的

に
日
本
語
、英
語
、中
国
語
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、

韓
国
語
、
タ
イ
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
を
手
配
し

会
議
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を

図
っ
て
き
て
い
る
。
開
催
は
連
帯
セ
ミ
ナ
ー

の
後
半
年
同
様
、
各
国
持
ち
回
り
で
の
開
催

と
し
た
。
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今
後
の
取
り
組
み

　

今
号
の
「
ワ
ー
ル
ド
ナ
ウ
」
で
小
島
正
剛

顧
問
が
ア
ジ
ア
の
金
属
連
帯
と
い
う
視
点
か

ら
こ
れ
ま
で
の
講
座
や
セ
ミ
ナ
ー
を
記
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
最
後
に
「
新
時
代
の
運

動
展
開
を
」
と
い
う
こ
と
で
、
い
く
つ
か
の

貴
重
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
示
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
そ
れ
は
、「
第
４
次
産
業
革
命
の
到
来

が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
各
国
の
労
働
の
世
界
、

労
使
関
係
、
労
働
運
動
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
る
か
」「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
に
お
け
る
地
域
レ
ベ
ル
の
連
帯
に
、
こ
れ
ま

で
の
訓
練
講
座
、
セ
ミ
ナ
ー
、
連
絡
会
議
と
い

う
レ
ガ
シ
ー
を
ど
う
生
か
し
て
い
け
る
か
」「
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
掲
げ
ら
れ
た
目
標
達
成
の

た
め
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
ど
う
取
り

組
ん
で
い
け
る
か
」と
い
う
視
点
だ
と
考
え
る
。

　

今
後
の
可
能
性
と
し
て
、︻
地
域
の
加
盟
組

織
の
連
帯
醸
成
と
経
験
共
有
の
場
︼、︻
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
地
域
活
動
の
補
完
・
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
地
域
に
お
け
る
展
開
︼、︻
新

た
な
時
代
の
産
業
雇
用
へ
の
対
応
︼
と
い
う

視
点
を
持
っ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
電
機
・
電
子
産
業
や
繊
維
・
皮

革・衣
料・靴
産
業
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
体
制
は
す
で
に
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、

安
全
衛
生
、
生
活
賃
金
、
雇
用
保
障
な
ど
依

然
と
し
て
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
さ

ら
に
将
来
を
見
据
え
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・

0
／
第
４
次
産
業
革
命
へ
の
労
働
組
合
の
対

応
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
で
は
、
こ
の
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
た
執
行

委
員
が
集
ま
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
執
行
委
員

会
を
年
１
～
２
回
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
４

年
に
一
度
（
世
界
大
会
間
の
中
間
年
に
）
地

域
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
機
会

に
合
わ
せ
各
国
加
盟
組
織
の
代
表
者
の
参
加

を
求
め
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
労
働
組
合

に
よ
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
目
標
達
成
の
た

め
の
活
動
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
通
じ
た
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
地
域
活
動
の
補
完
、
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
特
性
で
あ
る
広
範
な

第１回 アジア金属労組連絡会議
開催日程：2008年６月26日－ 27日
開催場所：マレーシア・クアラルンプール「ルネッサンス・クアラルンプール・ホテル」
議　　題： １. 不安定労働への対応
  ２. アジアの労働運動の展望と課題－発展の可能性を模索する
  ３. 次回会議のテーマ

第2回 アジア金属労組連絡会議
開催日程：2009年６月25日－ 26日
開催場所：タイ・バンコク「ラディソンホテル・バンコク」
議　　題： １. 世界経済危機とアジア太平洋の労働組合の対応
  ２. ＩＭＦアクション・プログラムのアジア太平洋地域における展開
  ３. 不安定労働に対抗する活動に関するフォローアップ－2009年活動提案－
  ４. 次回会議のテーマ

第3回 アジア金属労組連絡会議
開催日程：2010年５月31日－６月１日
開催場所：ベトナム・ハノイ「メリア・ハノイ」
議　　題： １. 基調講演「2009年－2013年ＩＭＦアクション・プログラムについて」
  ２. 危機への対応　　３. 不安定労働　　４. 気候変動
  ５. 多国籍企業労働組合ネットワーク構築   ６. 迅速な連帯行動
  ７. パネル・ディスカッション「ネットワーク構築、組織化、連帯」
  ８. 次回の会議

第4回 アジア金属労組連絡会議
開催日程：2011年６月23日－ 24日
開催場所：韓国・ソウル「三井ホテル」
議　　題： １．ＧＵＦ統合    ２. ネットワーキング    ３. 組織化　

第5回 アジア金属労組連絡会議
開催日程：  2012年５月29日－30日
開催場所：  中華民国・高雄「高雄福華大飯店」
議　　題： １．2009－2013ＩＭＦアクション・プログラムのフォローアップ
  ２．インダストリオールの結成への対応 － 労働組合間協力のガイドライン策定に向けて
  ３．今後のアジア金属労組連絡会議のあり方について

第6回 アジア金属労組連絡会議
開催日程： 2013年４月22日－ 23日
開催場所： シンガポール「ＮＴＵＣクラブ・コスタサンズ・リゾート」
議　　題： １．金属産業の状況及び、各国金属産業労組の活動について
  ２．アジア太平洋地域における強力な労働組合構築に向けて
  ３．最低賃金の動向と課題
  ４．次回のアジア金属労組連絡会議について

第7回 アジア金属労組連絡会議
開催日程：2014年４月10日－11日
開催場所：ベトナム・ホーチミン市「ニューワールド・サイゴン・ホテル」
議　　題： １．インダストリオール活動報告（本部報告／地域事務所報告）
  ２. 金属産業の状況及び、各国金属産業労組の活動について
  ３. アジア太平洋地域における強力な労働組合構築に向けて
  ４. 不安定雇用について
  5. インダストリオール・アジア太平洋地域大会に向けて
  6. 次回のアジア金属労組連絡会議について

第8回 アジア金属労組連絡会議
開催日程：2015年６月９日－10日
開催場所：マレーシア・ペタリンジャヤ「ヒルトン・ペタリンジャヤ」
議　　題：１.インダストリオール活動報告（本部報告／地域事務所報告）
  ＊第２回世界大会に向けた課題（アジア太平洋地域における強力
  な組合構築・規約改正・女性参画などについて）
  ２. 金属産業の状況及び、各国金属産業労組の活動について
  ３. 不安定雇用について
  ４. 2015年ＡＳＥＡＮ経済協同体創設に向けた組合の役割
  5. 今後のアジア金属労組連絡会議について

第9回 アジア金属労組連絡会議
開催日程：2016年９月２日－３日
開催場所：日本・京都「京都国際会議場」
議　　題： １. アジアの金属労組が直面する課題
  ２. 課題の克服に向けて
  ３. アジア金属労組連絡会議の経緯と精神
  ４. インダストリオールのアジア地域金属労組の今後の協力
  5．提起：「インダストリオール・グローバルユニオンを支える
  アジアの金属労組」
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